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連絡先：那須ＹＭＣＡ 〒320-0041 宇都宮市松原 2-7-42 （とちぎ YMCA 内） TEL 028-624-2546 FAX 028-624-2489

７月 月報

那須クラブ会長 主題

拓こう 築こう ワイズの世界

ＴＨＥ Ｙ‘Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦＮＡＳＵNETWORK NASU
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那須ワイズメンズクラブ

２０１５～２０１６年度 №１８６

２０１５～２０１６年度 主題
国際会長：(ＩＰ) Wichian Boonmapajorn（タイ）

「信念のあるミッション」
アジア地域会長：（ＡＰ） Edward K.W. Ong(シンガポール)

「愛をもって奉仕をしよう」
東日本区理事：（ＲＤ）田中 博之（東京）

「原点に立って、未来へステップ」
北東部長：中川 典幸（仙台）

「今と原点を融合して未来へ」－楽しく改革・笑って行動ー

クラブ役員 事務局
会 長 ：田 村 修 也

副会長 ：村 田 榮

河 野 順 子

書 記 ：荒 井 浩 元

会 計 ：鈴 木 保 江

担当主事：荒 井 浩 元

ブリテン：田 村・村 田

６月例会データ—（出席率：６７%）

在 籍 者 ６名

例会出席者 ３名 メ ネ ッ ト １名

ビ ジ タ ー １２名

東京目黒クラブ 那須クラブ

７月 Happy Birthday

７/１６ 山梨 雄一 ７/８ 村田 紀美子メ

７/１１ 鈴木 保江

今月の聖句

「父よ、あなたが私の内におら

れ、私があなたの内にいるよう

に、すべての人を一つにしてく

ださい。彼らも私たちの内にい

るようにしてください。…」

ヨハネによる福音書１７：２１

６月例会 ２０１５年６月１９日 於：那須ＹＭＣＡ
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巻 頭 言

副会長 村田 榮

今年の３月１４日に那須ワイズメンズクラブ設

立２０周年記念感謝例会を開催することが出来ま

したことを主に感謝いたします。那須ワイズの設

立原点を見直す機会であり同時に次へのステップ

への始まりでした。東京目黒クラブとのＤＢＣ締

結はその始まりです。主がその時を与えてくださ

り、主の働きあったことを覚えます。

那須ワイズメンズクラブの活動を外部の方々か

ら見ると、「なにをやっているかわからない・何

もやっていないのでは？」と思われていたことで

しょう(こう思うのは小生一人の思いかな？)。中

に入ってみると他のクラブに勝るとも劣らない活

動をやっておられました。

足らないことがあるとすれば、ワイズのモット

ー(標語)である「強い義務感を持とう、義務はす

べての権利に伴う」の実行でしょうか。少ないメ

ンバーでの会費では、ＹＭＣＡへの奉仕を精一杯

すればするほどに伴う費用が生じそれを賄うこと

が精いっぱいで、区・部への拠出金もままならな

い状況にあります(本当にジレンマを覚えます)。

メンバーの殆どが社会の一線で活躍中、時間を

調整するにも中心になるのが社会生活です。その

ためにワイズの大会・部会等に参加できない状況

にもあります(これも本当にジレンマを感じます)。

これからの那須ワイズは、東京目黒クラブや他

のクラブとの交流を盛んにし、他クラブの地域で

の働きを学びつつ、メンバー一人ひとりが健康に

留意しながら、ＹＭＣＡへの忠実な奉仕をし、栃

木県北の地域とのつながりを深めていきメンバー

増強（ＥＭＣ）に結び付く活動になることを主に

願わずにはおれません。

前月号の田村会長の巻頭言にもありました「す

べてに神が働いてくださったこと、与えられた恵

みへの感謝」(「３６５日の聖書」賀来周一著から)

の気持ちでこの１年の働きを進めていきたいもの

です。

６月例会（那須ＹＭＣＡ活動報告会）

記録：荒井 浩元

日時：６月１９日(金)午後６時３０分～

午後８時３０分

場所：那須ＹＭＣＡ

参加者：田村会長、村田、荒井。メネット：田村。

ゲスト：大下正人牧師（西那須野教会）、菊地創さ

ん、ユースリーダー８名（チャン、あゆ、しゅう

まい、かとう、もっちゃん、いもに、すっちー、

さぶちゃん）、藤生（ＹＭＣＡ職員）合計：１６名

６月例会は、「２０１５年度那須ＹＭＣＡ地域

活動報告会」への参加例会ということで例会を行

いました。那須ＹＭＣＡの活動報告会とワイズ例

会を那須ＹＭＣＡの会館で行えるということはと

ても有意義ではないかと感じました。

最初に、那須ＹＭＣＡ設立時に担当した藤生よ

り、設立時の熱い思いを振り返るとともに挨拶が

あり、那須ブランチ委員長(クラブ会長)の田村修

也さんより希望に満ちた挨拶の言葉を頂きました。

その後、ユースリーダーたちが作ったカレーラ

イスを皆で頂きました。ユースリーダーたちが作

るカレーライスは、ワイズ例会の定番料理となり

ました。食後は、職員の荒井より那須ＹＭＣＡの

２０１４年度活動報告及び今年度の計画の発表を

行いました。次は、那須ＹＭＣＡで活躍するユー

スボランティアリーダーの認証式を行いました。

２０１４年度の日本Ｙ

ＭＣＡユースボランテ

ィア認証を受けた那須

ＹＭＣＡリーダーは５

名（内、２名は実習の

ため認証式を欠席）です。認証を受けたリーダー

たちにこれからの活躍に期待とエールを送りまし

た。那須ワイズ、那須ＹＭＣＡは「ユース育成」

を担っている所だと改めて感じることのできた時

間となりました。 ワイズ報告は、村田副会長よ

り東日本区大会の報告がありました。那須クラブ

では、ＤＢＣ締結賞をはじめ、ＩＹＣ努力賞等沢

山の賞を頂きました。那須クラブの一つ一つの活

動が、評価してくださったのでしょう。その後、

出席している方々から今後の那須ＹＭＣＡについ

て意見を共有していきました。「地域ボランティ

アをしてみたい」、「レクリエーション講習会をし

たい」、「ユースリーダーとのディベートをしてみ

たい」など様々な意見が出されました。今回の報

告会では、ワイズ、会員、ＹＭＣＡ、ユースボラ

ンティアリーダーが集い、那須ＹＭＣＡでのそれ

ぞれの存在意義を改めて感じることのできた素晴

らしい報告会を開催することができ感謝しており

ます。

６月役員会報告

日 時：６月５日（金）１８：３０～

場 所：ココス西那須野乃木店
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出席者：田村会長、河野副会長、村田副会長、荒

井書記、田村メネット

協議事項

１．６月例会について

６月１９日(金)午後６時３０分～。西那須野教

会にて、とちぎＹＭＣＡ報告会を行う。内容は、

那須ＹＭＣＡの活動報告を行う。

２．那須街道赤松林の下草狩りの件

６月８日(月)午前８時より行う。

３．第１８回東日本区大会出席の件

２０１５年６月６日(土)～７日(日)に厚木市文

化会館にて開催。村田メン・メネットが出席。

４．７月役員会と例会の件

７月３日(金)午後６時３０分～、ココス西那須

野乃木店。例会は、とちぎＹＭＣＡ塩沢総主事を

迎えて行う。日程についての調整は、荒井担当主

事に一任。

５．副会計設置の件

荒井書記を副会計とする。

６．東京目黒クラブとの交流会の件

東京目黒クラブが２０１５年８月２６日(水)～

２８日(金)の２泊３日で「北区しらかば荘」での

移動例会を開催。那須クラブとして、２７日(木)

の夜に１泊で交流会を行う。なお、当日の昼の間

に、田村会長による「那須疎水」を案内・説明を

行う。

７．ブリテンの内容について

今後の予定

・７月例会（キックオフ、総主事と共にＹＭ

ＣＡのめざす夢を語ろう）

日時：７月２３日（木）午後６時３０分～

場所：西那須野教会

内容：那須ＹＭＣＡの将来、年間行事計画

塩澤達俊総主事による「県北での活動展

開」について語っていただき、リーダーと

共に協議を行います。

・７月役員会

日時：７月３日（金）午後６時３０分～

場所：ココス西那須野乃木店

・北東部第１回評議会

日時：７月２５日(土)午後１時３０分～

場所：仙台ＹＭＣＡ会館

・那須街道赤松林の植樹したところの下草狩り

日程は未定、後日連絡。

旧西那須野（那須西原）の緑と水（２７回）

田村修也

前回、大分県宇佐市の教育委員会に照会して「疎

水の父１００年の夢―南一郎平の世界」という出

版物を送って頂いたことを記載しました。この本

を通して、改めて南一郎平の足跡の大きさ、いや

偉大さを知らされました。若し日本が食糧難、飢

餓に苦しみ、食料生産への、安定供給の実現のた

めの地域開発への弛まざる挑戦がなかったならば、

私達の今日は随分違ったものになっていたでしょ

う。 冲方丁著の「天地明察」を読んで、会津藩

主保科正之の治世には、藩内の新田開発が進めら

れ、藩内各地に食料備蓄倉庫が完備し「会津に飢

者なし」といわれ、あの大飢饉の時には他藩へ食

料支援をしたことが書かれてありました。 米沢

藩の上杉鷹山も新田開発には力を注ぎ、黒川堰に

よる用水完成により稲作ができるようになった。

その経緯が大木一夫著の児童文学「若き鷹たちー

水の詩―」にまとめられています。また備中松山

藩（岡山県内）」では藩主板倉氏に抜擢された農民

出身の家老山田方谷によって新田開発が進められ

たことが童門冬二著「小説河井継之助」に書かれ

ています。 一方多すぎる水との苦闘の歴史も多

くの地域に残されています。松谷みよ子さんは民

話の聞き取りをして全国を巡りました。その集大

成とも言うべき作品が国際アンデルセン賞を受賞

した「龍の子太郎」です。この物語も沼を干拓し

て広大な沃野を築き上げていく物語です。斎藤隆

介さんの名作「八郎」、そして埼玉県内幸手市と杉

戸町にまたがる大島新田開拓ものがたりは篠崎惠

昭著「清兵衛八日」として地元さきたま出版会か

ら発刊されています。ここには沼地に溝を掘り、

手でさらいながら、ひとすくいひとすくい泥や砂

を掘り上げて田んぼにしていったことが書かれて

います。このような技術は各藩という時代の中で

それぞれになされていて、技術が藩を越えて普及

することは希であったと思われます。 南一郎平

の広瀬井手（用水）への取り組みは、明治維新と

いう国家形成の過程で大分県の宇佐地方の技術者

が中央政府に引き出されて、日本全国の難工事へ

の取り組みに携わることになったのです。歴史の

摂理を感じます。広瀬井手の成功は、安積疎水、

那須疎水、琵琶湖疎水等のおおもととなった記念

すべき大事業なので、特に、「南一郎平の世界」の

年表「南一郎平と広瀬井手」から抜粋を記載させ

て頂きます。
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○1751（宝暦元）麻生善右衛門最初の広瀬井手開

削工事に着手（６年間で中断）

○1814（文化 11）冨田久兵衛と矢野與兵衛による

第２回起業開始

○1821（文政４）難工事と資金難で中断

○1828（文政 11）西国郡代塩谷大四郎による第３

回起業開始

○1835（天保６）第３回起業中断

○1836（天保７）南一郎平、金屋にて市郎兵衛の

長男として出生

「堪忍陰徳」「一日学」を教育理念とした父母よ

り中江藤樹・「光圀卿壁書」・「東照宮教訓」等の訓

話を教わる。更に長ずると父より「大学」の講義

を受ける。

○1856（安政２）父一郎兵衛宗保死亡。広瀬井手

工事再開と完成を一郎平に遺言

○1861（文久元）一郎平（25 才）、広瀬井手工事

再興を決意し同志をはかる。（第４回の起業）

○1862（文久２）広瀬井手工事再興、着手するこ

となく断念

○1864（元治元）一郎平、広瀬青邨を介して府内

（大分市）の広瀬久兵衛に資金援助懇願、確約を

得る。沿村の有志と連署で島原藩高田役所へ井手

工事再興の願書を提出

○1864（元治元）島原藩、井手再興工事を許可、

続いて中津藩・宇佐神社からも許可を得る

○1856（慶応元）一郎平ら、広瀬井手工事に着手

（第５回起業）。主な故障場所を三領御奉行により

立会検分

○1857（慶応２）「井手切手」発行の願書を四日市

役所に」提出。

隧道内補強工事多発のため宇佐助藤平御林の松

3325 本の取下げ方出願。工事の都合上、詰所を沖

会所から拝田新洞へ移す。拝田柳ケ谷の車橋完成

宇佐地獄谷まで通水。雨で随所に山崩れ、隧道内

の落盤等を生じ、復旧工事難航。宇佐以北、高森・

金屋・長洲・岩保新田までの水路工事に着手。「井

手切手」の両替困難により、日田代官所高田役所

の公金借用。

○1868（慶応４）公金の期限内返済ができず入牢

中の一郎平、御許騒動による四日市役所焼き討ち

で助かる

○1868（明治元）長崎の澤宣嘉総督に総工費の支

弁・残工事についての格別の援助を請願。巡察使

２名直ちに来る

○1869（明治２）松方正義日田県知事、水路全線

の巡察を行う。

天朝御普請所の大命（国による直営工事の許可）

がおりる。高森井手の開削に着手。高森井手完工。

○1870（明治３）広瀬・高森両井手の通水式挙行。

日田県、工事の会計整理を行い、国からの財政援

助を打切る。残工事一切は一郎平の単独事業とな

る。 松方日田県知事、宇佐から高森井手へかけ

て水路検分を行う。「井手切手」不信用により資金

調達困難となり、二度目の入牢。借入金二万両と

なる。（以下次号へ）

那須街道赤松林植栽地の下刈り実施

田村修也

塩那森林管理署森林技術指導官の山岸さんから

電話があり、今年も春に実施した植付け地の下刈

りをお願いしたいということでした。１昨年まで

私たちは春と秋に苗木を植えるだけで、その後の

保育である下刈りは国有林が行ってきました。昨

年初めて要請があって下刈りを行いました。その

経緯を踏まえての連絡でした。

草刈りは朝、まだ朝露が消えないうちがいいと

言われています。それは草が柔らかく切れ味がい

いからで、時間が経つに従って草が固くなってく

るからです。これを念頭に６月８日（月）朝７時

３０分に家を出て、菊地家、鳥越宅を回って８時

に現地に着きました。村田さんはもう一足先に来

ていて、身支度を整えいつでも作業に取り掛かれ

るようにして私たちを待っていてくれました。

植付け地は、４月には想像できなかったほど山

百合が自生していて、村田さんと菊地さんは草刈

り機で山百合の影響のない植え苗の周辺を、私と

鳥越さんは鎌と木鋏、除草具で山百合を痛めない

ように植え苗が混生しているところをと分担して

実施しました。

森林造成において保育、特に下刈りは植付けよ

りも大切と言われます。それはせっかく苗木を植

えてもそのまま手入れを怠れば、成長の遅い小さ

な苗木は、成長の早い草やつる等に鬱閉されて、

蒸されたり陽光を奪われて枯死しまうからです。

植えたばかりの苗は小さく根も弱く、雨に恵まれ

ない所が多いので、自力で先端が草丈よりも高く

なるまで数年は必要な保育作業です。今年第２回

目は７月上旬に実施を予定しています。

那須ワイズは、植林地を塩原の大沼周辺からこ

の那須街道赤松林に移してから１０年近くなりま

す。初めに植えた苗木は毎年車状に枝を出しなが

らグングン大きくなっています。

草本類との競争を抜け出した若木は青少年のよう

に大空をめざして成長し続けています。
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ＹＭＣＡ報告

【フィリピンからの学生２名がとちぎＹＭＣＡ

に約１週間滞在しました！】

５月２２日（金）～６月１日（月）までとちぎ

ＹＭＣＡ主催フィリピンキャンプで受入の協力し

てくださるタラのホーリーローザリー大学の学生

２名がとちぎＹＭＣＡに滞在しました。滞在中は、

日本理解はもちろん、環境問題を中心に、リーダ

ーシップの学びもできればと願い、とちぎＹＭＣ

Ａユースリーダーとの交流や、環境についてのフ

ィールドワーク、さくらんぼ幼稚園・ようとう保

育園訪問などをしていきました。彼らはどこに行

っても、どんな方にお会いしても、積極的に学び

とろうとしていました。今年の８月のフィリピン

キャンプでは、受入をしてくれることになってお

ります。

【ワールドチャレンジ２０１５に参加しました！】

今年も世界中のＹＭＣ

Ａで行われている、ワー

ルドチャレンジに参加し

ました！今年のテーマは

「サッカー」です！とち

ぎＹＭＣＡでは、ボール

を持って個性あふれるポ

ーズで写真を撮るという

チャレンジと、ワールド

チャレンジＰＲ動画を作

成いたしました！写真の

チャレンジでは、合計１２３枚の写真が期間中に

集まり、約１５０名の方が参加頂きました！また、

ワールドチャレンジＰＲ動画では、宇都宮市から

指定管理を受けている宇都宮市青少年活動センタ

ー（トライ東）のスタッフや利用者の方々の協力

により作成されました！みなさまのご協力ありが

とうございました！

アジア学院だより

「共に生きるために」

学校法人アジ学院

アジア農村指導者養成専門学校

校長 荒川 朋子

アジア学院のモットーは「共に生きるために」

である。これはどういう意味か。

この言葉がモットーとなったいきさつは次の通

りである。１９７２年の暮れ、今のアジア学院の

所在地に本館の建築が始まろうとする時に、当時

の理事のひとりが礎石の設置を提案した。創設者

で当時の理事長、校長であった高見敏弘は礎石を

書くことなど思ってもみなかったので、それから

何時間か必死にこれから始まる学校の礎になるべ

き言葉を探し求めたそうだ。その時にひらめいた

言葉が「共に生きるために」であったということ

だが、高見はこのことについて、「これは私が作っ

た言葉ではなく、聖書の中に出て来る言葉で、ま

た、聖書を貫いて示されている基本的な人のあり

方を表現している言葉である。」と言っている。そ

してさらに「私は、これこそは私達の願い、また

私たちの進むべき道を明らかに示してくれる、そ

してどこの国のどのような人々もこれこそは我々

の願いだといえるような言葉だと思った。」として

いる。

今でこそこの言葉は様々な団体や会社で標語と

して使われ、使い古された感もある言葉であるが、

当時はまだこの言葉は他では使われていなかった

という。即興で思いついた言葉だと言われている

が、アジア学院のような多宗教、多文化の人々の

集まるコミュニティにおいてこれ以上大きな力を

発揮する言葉はないと思っている。

やがてこの言葉はアジア学院に定着し、学院で

大きな決断をしなければならない時、迷った時、

我々に指針を与えてくれる言葉へと成長していく。

そのひとつの例がアジア学院の２０周年記念に発

行された、その名も『共に生きるために』という

記念誌に高見によって述べられている。

この言葉をモットーに掲げたことは幸いだった

と思うが、「共に生きるために」ということが人間

の命を支えるために、人間だけが協力するとか、

分かち合うということでは到底出来ないことがわ

かってきた。創立当初は、アジア学院でも、農薬

とか化学肥料を使って、狭い面積でできるだけ大

量の食料を生産することが、現在の食糧問題に対

処するやり方であると思い、またそういうやり方

だけを学院で教わった人たちが指導員になって教

えるわけで、化学肥料の使い方、農薬の使い方を

授業で教え、畑で実習をしていた。

これはしかし、初めの１年で終わった。２年目

から、「共に生きるために」ということを、より真

剣に考える場合、本当にこういう食料生産の仕方

でいいのだろうかという反省が、職員から出始め

た。また、農薬による被害、特に農民自身が命を

失い、また身体障害者になる事が報道され、実際

に農村で出会うこともあった。不用意に農薬とか
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化学肥料を使うこと、また不必要に大型機械を使

うこと、これは決して日本の人々のためにならな

いし、アジア、アフリカの人々に教えることはか

えって、彼らに災いをもたらすのではないかとの

反省が起こり、急きょ有機農法に切り替えること

にした。創立２年目の７４年のことだ。

今やアジア学院の研修の根幹を成す有機農業で

あるが、この農法は「共に生きるために」という

モットーから導かれたものであった。聖書を貫く

メッセージは人の思いを超えて私たちに働きかけ

る。そのひとつの例がここにあると思った。そう

して与えられた方針を私たちは喜びをもって受け、

４０年間守り続けてきた。本当に感謝すべき指針

を与えられたと思う。

第１８回東日本区大会に参加して

村田 榮

６月６日(土)・７日(日)の両日、那須クラブよ

り小生とメネットが、厚木市文化会館・レンブラ

ントホテル厚木で開催された第１８回東日本区大

会に参加してまいりました。参加者は４３１名と

発表。メネットは、午前１０時３０分からのメネ

ットのつどいから参加しました。 第１日目は、

午後１時オープンセレモニー・バナーセレモニー

で始まり、開会式、メモリアルアワー、東日本区

アワーⅠ（理事報告、部長報告、事業主任報告、）、

記念講演（ロボットの力）、分科会と進んだ。記

念講演は、神奈川工科大学先進技術研究所所長の

山本圭治郎教授によるロボットの現状と未来につい

てのお話で第１８回東日本区大会のテーマ（ここ

から未来へ）に相応しく、介護の分野で働く補助

ロボットのお話でした。大変興味を持ってお話を

伺いました。その後会場をレンブラントホテルに

移して、厚木中学校吹奏楽部の演奏、晩さん会と

午後９時まで続いた。

二日目は、聖日礼拝、東日本区アワーⅡ（事業・

理事表彰）、理事・

役員引継ぎ式、閉

会式と続いた。那

須クラブは、村田

の表彰を含めて６

つの表彰を受けた。

田中博之理事から

２０１５－２０１６年度渡辺隆理事に引き継がれ

て新しい年度の働きの始まりとなった。次年度の

第１９回東日本区大会は、長野・松本での開催で

す。今から予定をして参加いたしましょう。第１

８回東日本区大会の詳細については、下記の東日

本区ホームページでご覧下さい。

http://ys-east.jimdo.com/rd-report/2014-15-

東日本区ニュース/

東日本区大会における那須クラブ表彰一覧

・ＤＢＣ締結賞

・ＹＩＡ努力賞

・ロースター広告協力賞

・ＣＳ献金達成賞

・ノンドロップ賞

・年賀切手収集貢献賞第２位（村田榮）

編集後記

・東日本区の理事通信７月号を見て新しいニュー

スを載せるべく準備をしていたが発行が遅くなる

ので発行することにした。

・今月号も盛りだくさんになったが、来月号から

は、さらに充実した号になるように努力をした。

・先月号では、雨が少なく…と書いたが今は、雨

が多くて大変である。梅雨の末期である。各地で

の雨による被害が少ないことを祈る。

・那須と同じように山を中心とする観光地、箱根

での噴火警報が１ランクあげられて、規制地域が

広がり、観光地の風評被害が広がりつつあるよう

で心配。


